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は　じ　め　に

鎌は　毅

皆様お変わりこざいませんか｡札幌は記録的な大望1-'の牛となりました｡

連日の大雪に老体をきしませながらも､わずかにさすR美しに春の遠からぬこ

とを感じ､もう少しの辛抱だとママさんダンプを抑していますo

I J3 1 5日に本部の;,f?任委員会があり､東京ilL'jの新しい事托所-初めて才〕

つてきましたo　小さいながらも我らが牙城とながめてきまLた`,

こC')事務所については､後日お届けする｢令rqニュース｣の｢本部車務局だよ

り｣に詳しく掲載されると思います｡

今回の転居の最大の坪山は､経費の削減です｡友の会の兜憩は高くても､現

実は経済状態に大きく左イ1-されます｡患者の会がお金をたくさん持っているわ

けもなく､政治家に献金できるわけでもありません,,

そんな会が､いかに枯軌を充実し､発展させていくかが､今年も最大の課頓で

しょう｡

現fl三,事務J話l専従の人はただ一一-人､神作(かんさく)さんです｡ご自身もMG

の患者で病状も安定していませんし､宙リiri｣でもあります｡仕事は食間から山

のようにやってきますo　車務所だけでは処理できず､ご臼宅にも什車を持ち帰

り孤嘩奮闘中ですo

できるならば､　_人脈別であれば､心身U)疲労もだいぶ軽城されるのではな

いかと思いますが､財政的にも人材的にも難しいようですrJ今はただ､神作さ

んが過労によりMGなどが悪化しないことを祈るばかりです｡

梅午､友の会への相談や問い合わせなどが木部や支部にけっこうありますへ

友の会cl)存/i:はこれらの方々に少なからずお役に､'/:つていると臼負してよいと

思いますo Lかし､入会してくださる方は纏まれ(新患者の1割以下)ですこ

痛む肴､悩める者で助け合い､協ノ〕し合うことで､ 1人では不可能なことも

可芹巨となります｡

今､ Ll当も地方も福祉政策は後退の一一途です-　お食の)Jのない思者は､数の力

で､福祉政策を発展させなりればなりません｡

長かった冬も終りに近づき､もうすぐ､チューリップなども芽を,LP.すことで

しょう｡

私たちの会も新しい芽を力強く出したいものです｡
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｢新　年　会｣雑　感　　　猫｡英武低廉市)

CLj l月18日､そば処｢喜香庵｣ (札幌市中央区南3西17すずかけビ

ル2F)全館借り切りで､夕刻から北海道支部の新年会が開かれ

ました

ビル2階というので近代的な会場を想像して行きましたが､会場-

の階段は脚が弱くなった家内の帰り際が心配になるような､時代に

取り残された姿をしておりました

○　会場に入るといつもの顔がにこやかに迎えてくれました十やはり

伊藤さんが-一番先に巨=こ入りました,というよりは伊藤さんの姿を

求めていたのかも知れません〝ああやっぱり会場はここに間違い

なかった〝　と｡

0　出席できるかどうかな`/と気にやんでいた竹村さん･高橋さんの

顔がありました｡つ伊藤さんのお母さんにこの前お会いした時よりも､

元気そうに背を伸ばして座っておられました｡そのお隣にはお母さ

んの話し相手に程よい年頃のご婦人が(後でお母さんの妹さんとお

聞きしました)

○　奥に進む途中の窓際に見慣れぬ方が〝白老から見えられた清野

さんご夫妻ですよ〝と後ろからご紹介の声があり､ようこそ遠路

を厭わずご出席を｡と感謝の気持ちが胸を走ります.奥の畳の間(小

あがり)にドッカと腰を据克て居られるのはきっと中村さんのご主

人にちがいないo (今までもご主人不在のままご紳介をいただいて

おりましたので､その風貌から拙唾にそう判断させられました)｡

その向かいの席には真由美ちゃんが伏し目勝ちの笑みを浮かべな

がらご挨拶をくださいました｡その隣に始めて見る美男が〝はて

誰だろう?〝　と考える余裕も与えず後ろから真由美ちゃんの旦那

様よ!と紹介をいただきましたっ

C)紹介をいただかなかった方がお一人C会場に入ると一一番入り口に
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近いところに居たご婦人､私は着物の着こなし､身のこなし､話し

ぶりからテッキリこの家の女主人か､それとも本日の接待役の方と

思い込んでおりましたが､あとで今日のイベントである東北民話

｢昔語り｣の講師　松信雅子さん(札幌在住)とわかり､意外感や

己の老化を痛感させられるやら複雑な思いでした｡,

○　あとはいつもの役員会で顔を見せる馴染みの中道･中村･鎌田夫

妻･東谷･木口の血々｡いつも北海道支部を磐石なもU)に支えてお

られる重鎮ですC　本当にご苦労さんです｡そしてありがとうI

O懇親･宴会が始まる前に東北民話｢昔語り｣が開演されましたーね

ことねずみ(十二支の話)サンショウとホオズキ･ ･ ･他と進めら

れましたが現在聴く東北弁と異なり一世紀前の純然たる東北弁を

殊更に多く使ったような物語ですので解らない所のjjが多かった

ようですU　でも全体を通しその語り口から受ける暖かな味母のふ

ところに抱かれ聴かされているような雰囲気には不思議な魅力が

ありました｡最後は必ずlt ･ ･ ･丁　であったとさo　で締めて心の

底に落ちつかせるのも面白い｡

-5-



○いよいよと言うか､やっと宴会に漕ぎつけた感じで､そばと酒肴

が運ばれる段階に入りました.料理の中身を伝える才能を持ち合

わせがないので省略しますがさすが伊藤さんが､みんなに食べさ

せてみたいと思っていた料理で他のどこに行っても経験すること

のできないそば料理が次から次-と出され､お酒も四季桜(宇都

宮の銘酒)､七宝(鳥取の秘宝粕とり焼酎)等々と舌と喉を楽しま

せてくれましたD

O　この中で私は数十年前のなっかしいものに出会いましたo ｢鴨が

き｣と名前は変えているが､その昔､私を飢餓から救ってくれた

｢そばがき)でしたo明治のはじめ北海道開拓がはじめられた頃､

不作･凶作が忘れる間をあたえず次から次へとやってきました｡

その時に飢えを凌ぐ方法の-一つに｢蕎麦｣を稲作と組み合わせて

作付けする事でした｡どんな土地でも育ち､冷害にも耐える作物と

して植えられておりましたoだから米がほどほどに稔った時はそ

ばは｢年とりそばや｣ ｢義士討ち入りそば｣となり凶作等になった

時は｢そばがき｣を少しずつ分け合って飢えを凌いだ思い出が胸

をよぎりますoそんな事を思い出すと､平和で豊かなこんなよい時

代にこの世に生まれ合わせた幸せを!喜びを!感じずにはおられ

ません｡
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潜獄金串厨等戯匠
1991年3月31日以前に国民年金に

任意加入しなかった元学生

86年3月31日以前に国民年金に

任意加入しなかったサラリーマンの妻

82年の国籍要件撤廃前に在民年金に

加入できなかった在日外国人

国民年金への加入が義務付けられた後に

未加入や保険料未納の人

障害年金のしくみ

岸一　事hfTffE会　こ匡】民年金)

f :L左1棚夷r欄間【【】､または被保険者をやめた後でも､ 60歳以上65

㌧　　　↑JTlly叫こす7 /Lでいる間に初診Hのある傷柑こよって､初診Ejから

l二pl､あるいは1年6か月たたない胤でも傷和が栴り､その

二に柏J〕碍[+,'Uj状態にある場合は､障害基礎年金が支給されま

J ,ラ　ほ(_に田民宝金の保険料を納めなければならない別間があ

Ll',つlLjl険机納(,_J要件を満たしていなければなりませんo

:;.W了が,チ,る顎告には､ 20歳になった時滞害認定｢三が20歳以畔

IllL-ト三′王と_Hに､ 1硬または2級の障害の状態にあれば､障害基礎iL
'_-　Eす,

障害厚生年金･障害手当金(厚生年金)
- ･ :'fLO被保険苔射馴了に初診r]のある傷病によって､障害認定口

;二王2板(])障害の状態にある犀角は､障害基礎年金と障害厚生叫
JJ､∴. :-　去すr　3縦の障軍の状態にある湯tBは､野生年金保険独白の笹

. f　　) :i鞘)が支給されますrJまた､厚生年金保険の被保険者期間小

二リー′　〕S;Jる傷柘が5年以内に治り､ 3級より軽い障害が残った時は､腎
'-1月､ノ)た三二絹の障害手1-三舎｢一時金)が支給されます｡いずれの場合も､

･ .,/  . J '=i境料を納めなければならない期間がある時は､一一定の保険料柄

i_壁,竺･u:二､一ていなければなりませんo

L'()HtLT Ll.,きー!か'ク;)る壕,'ラには､ 20歳になった十時(t障軍認定Ljが20歳以後

ノ峠∴じ･二1-p諾ノi:=ノに､ 1級または2級の障害の状態にあれは､障害基礎⊆
/i,舐､1-(,とこflL宕寸一

_k h , ■rf71=てJF金とも､保険料納付要件は初診F]の前々月までのガロ入斯闇

:i :JJ:J 2以_I Gj保険料(免除を含む)を納めていることが条件です｡

2(汀けうr-I-　,火7L8年　3月までは､ネリ診Ej前1年間は保険料滞納がないこ
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事務局たより
*･)2月19日(口)難病連木L幌地区クリスマスパーティがl;i-王プうザホテル

札幌で行われましたn 14名参加Lました()ホテルならでは豪華な寄脚

気の中､アトラクションの皿回しなどを楽しみましたo

滋1月18日(火)､新年-そば会が貢杏庵で行われました(,

庄内弁による昔語り､温かい懐かしい世界に引き込まれましたり　おソハ

Jぅまさんの雰囲気はとても苦喜子H)にぴ1たりの場所で､とても楽Lく良い

時間を過ごせました.,おソハのほうも､ソバみそ､鴨がきなと蛤しくて

美味しいものをたくさんいただき､身も心も大満足でした1 17名の出

席でした,1

苛こ協力ありがとうこきいました,

おEL月飾りの･,i上は61, 500日前年度(102.650日)より売Lが少

し港ちましたが､還元金が14, 71 5円ありましたり

#･1司会請郁署名･募金について

2月15日現在　　　　　　　　205三拝

募令　　　　36, 400円

また間に合いますので､署Y.･募金にこ施力をお願いします.,

● .#川15～1柑200｡槻役紺修会が行われ帽､東"LL,･.f#Lましたr1

日]FlはBi:痩.福祉を巡る情勢の把握､考え方の整理のために酌料を川

意して事務jTHI長伊藤あておさんを講師に勉強をしました目

地/j分権の推進をしようとする匹J､三位　一体改革による地ノf格)皇拡人に

よる社会保障の変質が考えられ社会連帯から自助自立を‖J能にしようと

しています(,難病患者･弱者が肘吉していくのに大要な時代になるので

はと思いました=

2日日はprジ='ン〔J｣を鑑賞しましたo　アメリカの医療制度などの様々

な才盾と闘う民衆の姿を描いたドラマです〔口本でも｢混食診療｣が導

入されれば､起こり得ることなのです.,

_ll-



･33 1月1 5日射l;.,-て常任運粥委員会が開かれ鎌Ult中村がLllf蛸しました一一

･全国総会･第5回筋無ノJ症フォ--ラムが福相で6月12日開催され

ます,,北海道からもみんなで出抑ナ､病気の勉強と全国の仲間との交

流を深めまL rtう"

I ｢難病患者の雇用幣押･就労支援に関する実態調査Iが行われます.

筋無力症友の会としても全凶で60O人へのアンケートの協力をする

ことになりました(､調査表は友の会や頗局より郵送されて来ます.,

｣ヒ海道支部では6 0Y.の会員を触作為に選んでおりますn　調査表が送

られて来た会員の方は､必ず調査未を返送して卜さいます様お願い致

します｡

弓手春のナ1,リティハ→fL-　｢大のみの市｣を開催します

3月5H (土) 】 3　0O～16　00

(i H　日日1 0　30-14 . 00

札幌柿1亡会館　2階

(札幌lいIi央｢考,FEl条西】 T目)

純品の提快､バザーお手伝いのご協力をお願いしますり

･潔会津納入のお願い

2OO4年度会珊J未納の小こ鮎鰭川紙を同封しておりますE　今年-l空中にお送

り　Flさいますようお願い激します,､会は会費と道からの助成金等で逆営

されておりますが､会費は一番基礎となる財源です,I

年会輯　　36【)()円(内訳　全国2100Ph　支部1500円)

郵便振替日畑　　0277()一6　-19712

1Ri　おわび

昨年8月に全通集会分科会で行いました｢PLf療講演Iの内容を今号に

掲載予定でしたが､両先生こ多忙のため掲載が不可能になりました｡浴

待ちいただいた皆様におわび申しと.げます(1

-12-
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#;　おう訂1らせ

平成1 7年J空支部総公を下記のように行います

とき　　2005年5JJ21日(土) 22El

ところ'dp土観光ホテル祥J刺苑(終志管内棚越町)

会脅　　5000円

(宿泊117､夕食代を丹みます)

感動の砧d収､ほのはの'気分で､ ､ ､

こ-tzコ辿畔の詑IiJやスキー′洋の拠1'j.と利用されています　｢川iiのIii弧を

持ち､良Trな湯はかつて北私道三富泉の数えられております. iii甲はナ

トリウム炭酸水素Yhi虫､ 5 8ru.の高温虫と1 tililの?令泉を混ぜJI O穫前

緑の過i.rdを保1ています,, 711船にジ17バジ11′､と流れ込む湖は飲川もで

き､ EIHl脳病に効果があるそうです√　鉄分か多く茶色に濁っていますり　短

時間の入浴でも体かしんから温まり､じわりと汗がにじみます.,

家庭的な石岡JiLの温泉で､総会と会L1.との交流を深めましょう"

源泉力<流れ込むシンフ.)しな内且呂

-13_



〔財)北海道難病適札幌支部

共同作業所"アラジン"のご案内

病気や障害と

つきあいながら

充実した年目を

速IJたいと患っています

ぜひ一点

私鳶のショップに

お立ち欝り下さい｡

阪売蕗

衣類･家具･古本･雑貨

お菓子　など

リサイクルショップ｢アラジン｣

閉店は月曜1卜金曜日　′rl一前1 1時-J午静5時

お休み　ト日曜n　祝日

札幌市中央区南4条西10TtJスカイコーポラスl階

℡01 1 -　530　517　L

E-Ma I I aradin21@f7.dion.nejp

HPアドレス　http://www.h3.dion.nejprarajin

TJ#イ摘ショップけラジン｣で払皆紛ら棚を

貴いして別ます.棄具など大型のものは.集配伺います.
-14_
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札幌コンサートホールKitam

大ホール
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つぶやき

◆通院の路上でやたらと足のふらつきに気づいてしっかりと足を踏みしめようとする

が､やはりふらつきが止まらない, R線の彼方に人生のゴールテ--fが見えて来たi

うな予感じみた感じにおそわれてしまったo　帰宅後､数口前から飲み始めた薬に､

ふらつきを伴うことがある事を知り､ゴールテープがErの前から消えた寮を､ひとり

静かに喜んでいる昨今です　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(猪L｣ )

◆難柄連のチャリティーバザーーの時期が来ました｡　転隼の事ですが､動産で活用し

ていないR用雑貨の提供を呼びかけています.,　35年生まれの私は.今年大台に乗っ

てしまうということもあって､活用していない物を思い切りよく処分し､家中をスッ

キリできたら機能的な暮らしになり､ H常がらくになるのではと｡　サ-j･一夫も動員

●　して片付けをはじめよう3と張り切った迄は如､ったけれど､身辺整理なんてそう簡
gLではイlAりません｡それにしても物は増やさない事が一億ですo　バザーは海牛だか

ら､ポッポッやることにしましたT,　　　　　　　　　　　　　　　　(中道)

◆咋L幌は5年ぶりの大宮｣と先日の新聞に出ていたo　私の実感は｢30年ぶり以上の

大雪｣C　阿東押野に海溝して30fF余年になりますが､こa)冬はど汗を流した事も,な

く､今年ほど家の嚢に高い雪のピラミッドを築いた隼もなかったように思いますL,普

体のエネルギーーと持久力は午抑LEに限外､午後はソファ-の1二でトドor) tうにゴFlリ､

そして日を開けていびきQ　家人はこの老体､あとどれ程,除雪労務者としての限界

があるか､しっかり観察しているかも･Ha　　　　　　　　　　　　　　(鎌ujづ〉

◆体調が/少し戻ってきたので､最近また編集作業に顔を出してい吏す｡　作業の時の

おしゃべりや荒し入れが実に楽しいのです｡

皆さんもいらっしゃいませんかゝ　　　　　　　　　　　　　　　　　　(鎌tf]り)

◆父が亡くなってもうすぐ1年-o　父が元気なうちは全然花をつけなかった君7-蘭J

2鉢が13輪咲いたのですo　充/Jyに寒さを感じないと咲かないというのがやっとわか

●墓誌≡iLiri崇完崇;:i_三oやっと咲カせることが帖たよ｣　仲村
◆今年の冬は気温も低く､雪も多く降りましたねっ　除雪車が硬い雪を置いていき､

うんざりしましたC　本州では梅､桜が咲き.111.したようです｡　北海道も少しず1春

めいてきました【　リ】五､六日は､春のチャリティーバザ…です:　皆さん盲買い物

にいらしてくださいo　お待ちしています｡　　　　　　　　　　　　　　　(東'ii)

◆先口､新聞の記事に【障害者差別防LL条例】について川ていました,J　障害者に対す

る差別を法律で禁止しようと言う世界的な流れの中で､ロ本は同レベルの動きが鈍い,

国に先駆け､千薬県と宮城県が条例によって差別をなくすシステムを整える動きが.Vf

ているとのことD　罰則をどうするか､何が差別に当たるのか､いろいろ難しい事が

多そうだlJ 【条例だけでは差別はなくならないが､いろいろな方血で認識が高まる】

D時害者が当たり前の生活が送れる社会は高齢者や妊婦なども暮らしやすい,,なぜ差別

禁止が必要なのかをまず議論すべきだ1と記事にあった｡条例を作る事によって少し

でも障害者が生活しやすい世の中になるのならそれは良い事なのでしょう｡でも他の

条例でもそうですが､何でも法律や条例を作らなければならないtu二の中､私は悲しい

ですo　私自身､心に問いかけてみた｡ r私は差別したことないかしら?｣  (木iu)



l　　あなたの会掛ま平成　　IF:一腰まで納入されています

1　　会貿納入は同封の振干引胡桃をこ利用ください.

＼　　　　　　　　　　年会費　13G U OFIJ

編騒ノ､　全EE]筋無ノJ症友のj/-?北if･]L迫~支那

〒064 【相O4　札幌市rTl央r<耐1条rlLf]0十日

北海道難病センターl′っ　想川111512-:ほ:与3

発行人/北7fFj通身体障害者団体),定期刊行物協会　　細川　久二某j二

〒06こ与りHti糾し幌市西〆八軒8条東5 ｢1トi l8愈(りH)7:う6-172-1

昭和4日糾H13[】第3種郵便認可　LI S K　辿巻番r,-395EI rJ,J71価100rEl
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